
ＡＭ５：３０　高森駅発、市内行き

“ 気持ち新たに学舎へ ”
列車に代わって、学生を送迎
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P.2-3【特集】がんばろう！熊本・九州
P.4 【高ＳＰＯ】ロアッソ熊本と復興交流
P.6-7【合同特集】18歳。だから、投票に行く
P.10 町に新しい風が吹き込みました◀携帯電話・スマートフォンからも

　「広報たかもり」をご覧になれます。



　
突
如
襲
っ
た
大
き
な
揺
れ
。４
月
14
日・

16
日
の
地
震
に
よ
り
、
熊
本
地
方
を
震
源

に
震
度
７
（
益
城
町
・
西
原
村
）
の
揺
れ

を
観
測
し
ま
し
た
。

　
本
震
の
16
日
、
高
森
町
で
も
震
度
５
強

を
観
測
。
停
電
に
よ
り
辺
り
が
真
っ
暗
に

な
っ
た
と
き
、
よ
り
い
っ
そ
う
恐
怖
を
感

じ
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
家
屋
の
倒
壊
を

恐
れ
、
多
く
の
人
が
避
難
所
や
車
内
で
夜

を
明
か
し
ま
し
た
。
夜
明
け
と
と
も
に
少

し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
た
被
害
状
況
。
各

地
で
多
く
の
ツ
メ
跡
を
残
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
私
た
ち
は
現
状
を
受
け
入

れ
、
前
に
進
み
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
復
興
に
向
け
て
、
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
崩
壊
し
、
半
孤
立
状

態
と
な
っ
て
い
た
本
町
。
停
電
や
断
水
も

起
こ
り
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
が
一
変
。
当

た
り
前
だ
っ
た
生
活
が
出
来
な
く
な
っ
た

日
々
を
支
え
た
の
は
、
地
域
住
民
や
全
国

か
ら
の
温
か
い
支
援
で
し
た
。

阿蘇大橋崩落 家屋倒壊（西原村）

自衛隊（物資運搬）

キッチンカー配食
支援（西原村）

  平成28年熊本地震▶

臨時通学バス

学
生
が
利
用
す
る
南
阿
蘇
鉄
道
は
、
ト
ン

ネ
ル
の
壁
が
は
が
れ
、
線
路
内
へ
土
砂
が

流
入
す
る
な
ど
し
、
全
線
運
行
で
き
な
い

状
態
。
通
学
手
段
と
し
て
、
５
月
９
日
か

ら
南
阿
蘇
村
と
共
同
で
臨
時
通
学
バ
ス
の

運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

交
通
イ
ン
フ
ラ

が ばろう！

【
支
援
物
資
】

　
地
震
発
生
直
後
、
周
辺
店
舗
か
ら
生
活

必
需
品
や
食
料
品
等
の
提
供
を
受
け
、
後

に
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
支
援
物
資
が
届

き
、
各
避
難
所
へ
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
皆

さ
ま
の
ご
支
援
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
生
活
イ
ン
フ
ラ
】

　
電
力
会
社
の
発
電
機
車
が
入
り
、
24
時

間
の
管
理
体
制
に
よ
っ
て
電
気
が
仮
復

旧
。
自
衛
隊
は
給
水
の
支
援
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
で
温
泉
施

設
が
開
放
さ
れ
、避
難
生
活
を
支
え
ま
し
た
。

　
家
庭
で
食
事
を
摂
る
こ
と
が
難
し
く
な

る
と
想
定
し
、
福
島
県
相
馬
市
か
ら
東
日

本
大
震
災
で
活
躍
し
た「
キ
ッ
チ
ン
カ
ー（
発

電
機
や
水
道
、
調
理
場
な
ど
を
備
え
た
特

注
車
）」を
借
り
受
け
、シ
ダ
ッ
ク
ス(

株)

か
ら
の
炊
き
出
し
の
支
援
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
本
町
と
結
び
つ
き
の
深
い
佐

賀
県
武
雄
市
か
ら
職
員
４
名
を
派
遣
い
た

だ
き
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
西
原
村
へ
も

配
食
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
国
道
57
号
線
の
代
替
路
は
ミ
ル
ク
ロ
ー

ド
。
県
道
28
号
線
の
代
替
路
は
グ
リ
ー
ン

ロ
ー
ド
南
阿
蘇
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の

全
国
か
ら
温
か
い
支
援

支
え
ら
れ
た
生
活

支
援
物
資

生
活
イ
ン
フ
ラ

食 

事

一
変
し
た
生
活

謹んで熊本地震災害の

お見舞いを申し上げます

▶

　此度の熊本地震に際しましては、丁重な

るお見舞いと励ましのお言葉、並びに過分

なるご支援とご配慮を賜り深く感謝申し上

げます。

　本町では幸いにも大きな被害は無かった

ものの、一時は殆どのライフラインが寸断

され、公共交通の要である「南阿蘇鉄道」

「国道 57 号線・国道 325 号線（阿蘇大橋）」

「県道 28 号線（俵山トンネル）」に壊滅的

な被害を受けました。

　今後の復旧復興、及び生活再建の道のり

は長く険しいものになろうかとは存じます

が、今回実感した多くの絆を支えとして、

復活した「熊本・阿蘇・高森」を一日でも

早く皆様にご覧いただくことを願い、町民、

関係機関等と共に力を合わせ、未来への希

望につながる歩みを着実に進めてまいりま

すので、今後とも変わらぬご支援ご協力を

賜りますようお願い申し上げます。

　ここに、今般お寄せいただいたご厚情に

略儀ながら書中をもってお礼申し上げます

と共に、皆様のますますのご発展とご健勝

をお祈り申し上げます。

平成 28年５月

高森町長　　 　草 村 大 成

高森町議会議長 田 上 更 生

熊本・九州
ん

阿蘇長陽大橋手前付近

南阿蘇鉄道線路

九州電力
（発電機車）



で
す
。
避
難
勧
告
が
解
除
さ
れ
、
経
営
を

再
開
し
た
の
は
４
月
26
日
。
半
年
先
ま
で

あ
っ
た
旅
行
会
社
系
の
予
約
は
全
て
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
れ
、
５
月
の
大
型
連
休
は
前
年

対
比
で
１
割
程
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。

　
町
観
光
協
会
調
べ
で
は
、
ペ
ン
シ
ョ
ン

等
の
宿
泊
予
約
は
平
均
９
割
５
分
の
キ
ャ

ン
セ
ル
。
こ
の
よ
う
な
深
刻
な
状
況
は
広

範
囲
に
及
ん
で
い
ま
す
。
後
藤
会
長
が
宮

崎
県
高
千
穂
町
の
観
光
協
会
を
訪
問
し
た

際
、
当
協
会
員
の
大
型
連
休
中
の
入
込
客

数
は
前
年
度
比
で
７
割
６
分
減
と
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　

県
外
を
超
え
て
打
撃
を
受
け
る
観
光

業
。
高
森
町
観
光
協
会
で
は
「
早
く
復
興

に
向
け
て
動
き
出
し
た
い
。」
と
意
気
込

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
客
の
な
か
に

は
「
支
援
に
な
れ
ば
⋮
」
と
来
町
す
る
人

も
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。
取
材
中
に
出

逢
っ
た
夫
婦
は
、「
阿
蘇
に
行
け
る
ん
だ
っ

た
ら
行
こ
う
か
な
」
と
、
市
内
か
ら
来
町

し
た
そ
う
で
す
。
後
藤
会
長
は
「
今
は
震

災
前
の
状
況
に
戻
す
こ
と
が
目
標
。
自
治

体
を
超
え
て
、
協
力
し
な
が
ら
今
や
れ
る

こ
と
を
や
っ
て
い
こ
う
と
思
う
。」
と
話

し
、
今
日
も
営
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
町
の
シ
ン
ボ
ル
「
根
子
岳
」
を
目
に
す

る
と
、
そ
の
痛
々
し
い
様
が
地
震
当
時
の

記
憶
を
よ
み
が
え
ら
せ
ま
す
。
当
た
り
前

の
よ
う
に
過
ご
し
て
き
た
生
活
が
、
決
し

て
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
知
り
ま
し
た
。

　
「
う
ち
の
子
ど
も
は
、
非
常
持
ち
出
し

袋
を
玄
関
口
に
準
備
し
て
い
る
ん
で
す
。」

そ
ん
な
言
葉
を
耳
に
し
ま
し
た
。
平
成
24

年
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
、
平
成
26
年
の

阿
蘇
山
（
中
岳
）
噴
火
、
そ
し
て
今
回
の

熊
本
地
震
。
そ
の
度
に
﹃
私
達
は
常
に
自

然
と
共
存
し
て
い
る
﹄
と
い
う
こ
と
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
い
つ
災
害
が
起
き
て
も

避
難
で
き
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
準
備
を
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
正
確

な
情
報
を
入
手
し
、
的
確
な
判
断
行
動
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
、困
っ

た
と
き
こ
そ
温
か
い
気
持
ち
を
も
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
難

し
い
災
害
時
要
配
慮
者
（
高
齢
者
や
障
が

い
者
等
）
に
は
手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ

い
。
共
助
の
心
で
支
え
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
現
在
も
余
震
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
交
通
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
が
進
み
ま

す
が
、
険
し
い
道
程
に
な
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
い
つ
か
、
元
気
な

熊
本
・
九
州
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
皆
で

こ
の
震
災
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

災害・避難等の主な状況 主な災害対応

（永野原）
農地亀裂

根子岳（天狗岩
付近が崩落）

ま
た
い
つ
か
、元
気
な
街
を

大
打
撃
を
受
け
る
観
光
業

　

町
の
名
物
「
高
森
田
楽
」。
４
つ
の
専

門
店
を
は
じ
め
、
各
飲
食
店
を
訪
れ
る
観

光
客
が
激
減
し
て
い
ま
す
。

　
阿
蘇
は
多
く
の
資
源
に
恵
ま
れ
、
世
界

的
に
有
名
な
観
光
地
で
す
。
小
国
郷
、
阿

蘇
谷
、
そ
し
て
南
郷
谷
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
活
か
し
て
集
客
し
て
き
ま
し
た
。

　
本
町
を
訪
れ
る
観
光
客
の
多
く
は
、
国

道
57
号
線
や
県
道
28
号
線
、
南
阿
蘇
鉄
道

の
利
用
者
。
ル
ー
ト
が
寸
断
さ
れ
、
代
替

策
が
出
来
た
今
も
、
観
光
客
が
減
少
し
、

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
「
一
瞬
、先
を
考
え
た
く
な
か
っ
た
。」﹃
高

森
田
楽
村
﹄
を
営
む
観
光
協
会
長
の
後
藤

厳
さ
ん
が
当
時
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
本
震
後
１
週
間
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
そ
う

▶

４月 14 日
21：26 震度５弱（高森町）の地震発
　　　　生【前震】
21：45 高森町災害対策本部設置
４月 15 日
　　　　社倉・水溜線、社倉・水迫線、
　　　　柳谷・木郷線で一部区間通行
　　　　止め
２：00  避難者数最大  82 人
　　　　高森総合センター  61 人
　　　　芙蓉館  ９人、朋遊館  ６人
　　　　草部総合センター  ６人
10：10 避難者数  ０人
４月 16 日
１：25  震度５強（高森町）の地震発
　　　　生【本震】
　　　　立野の送電線鉄塔崩壊により
　　　　高森町全域で停電
11 時頃  携帯電話の充電場所設置
　　　  （高森総合センター前）
12 時頃  給水ポイント設置（完了）
　　　　役場・観光交流センター・
　　　　中央小学校・湧水トンネル
４月 17 日
　　　　断水地域が徐々に発生
15 時頃  草部・野尻地区の一部が宮崎
　　　　県側からの通電で電気復旧
20 時頃  自衛隊による給水支援開始
　　　  （役場・観光交流センター・
　　　　町民体育館）
４月 18 日
　　　　発電機車の配備が進み、電気
　　　　の仮復旧地域が増加
21：16 激しい余震の影響で役場庁舎
　　　　内ボイラー配管より漏水
４月 19 日
　　　　防災無線予備バッテリー運転
　　　　終了。放送途絶
　　　　町民バス運行開始
　　　　　（間引き・迂回運行）
16 時頃  朋遊館浴場を無料開館
18 時頃  旭通・上在・村山の一部で引
　　　　き続き停電→ 21 時以降に順
　　　　次復旧（～翌日未明）
４月 20 日
　　　　高森市街地ほぼ全域で断水
10 時頃  自衛隊の給水所移動
　　　　町民体育館→芙蓉館
12 時頃  自衛隊の給水所追加
　　　　上在憩いの家、村山公民館
深夜　　漏水箇所、復旧
４月 21 日
16 時頃  高森市街地全域で水道復旧
17：00 自衛隊の給水所撤収
　　　　（役場のみ明朝まで継続）
４月 22 日
14：20 福島県相馬市からキッチン
　　　　カーを借り受ける
４月 23 日
４時頃　 高森中学校周辺世帯で停電
12：30 電気復旧（確認）
４月 24 日
９：00  災害ごみ置き場を設置
　　　　旭通の畜協跡地（９時～ 17 時）
12：00 安全が確認された高森温泉館
　　　　を男女交互入浴（節電のため）
　　　　で開館（無料）
　　　　キッチンカーで炊き出し
　　     （高森総合センター）
４月 25 日
４月 26 日
            仮設の送電線鉄塔建設着工
　　　　町立小中学校の授業再開
４月 27 日
４月 28 日
　　　　公営住宅危険度判定（～ 30 日）
４月 29 日
12：15 公共施設危険度判定
４月 30 日　

４月 14 日
21：39 町総合防災情報配信システ
　～　　ムでメール配信
　　　　「課・局長召集（21：39）」「電
　　　　話が繋がりにくいこと（22：
　　　　05）（再配信 22：30）」「町消
　　　　防団各分団長へ管轄地巡回
　　　　および報告依頼（22：08）」「余
　　　　震警戒の呼びかけ（22：16）
　　　　（再配信 22：52）」
21：50 高森総合センター外４箇所
　　　　で避難所設置
４月 15 日
０：07  町総合防災情報配信システ
　～　　ムでメール配信
　　　　「自主避難所開設中のお知ら
　　　　せ（０：07）」「道路交通情報
　　　　の周知（０：12）」
８：00  対策本部会議（被害状況確
　　　　認の実施について）
４月 16 日
１：50  避難所開設
　～　　高森総合センター・草部総合
　　　　センター・朋遊館・芙蓉館
　　　　（１：50）、中央小学校学習セ
　　　　ンター（２：55）、色見総合
　　　　センター・上色見総合セン
　　　　ター（３：20）、観光交流セ
　　　　ンター・自然学校・尾下体育
　　　　館（12：50）、河原総合セン
　　　　ター（15：30）、高森中学校・
　　　　東小学校・菅山公民館（不明）
２：25  防災無線放送
　　　  （避難所開設について）
７：20  対策本部会議
　　　  （ライフラインの確保、情報
　　　　の共有・一元化（情報収集・
　　　　発信）、避難所対応について）
10：05 奥阿蘇大橋の通行止め確認
19：00 避難勧告発令（町内全戸２，
　　　   ８６６世帯、６，７４３名）
４月 17 日
17 時頃   避難所への情報提供
　　　  （道路情報、休校・休園情報、
　　　　ライフラインの復旧見込等）
４月 18 日
４月 19 日
　　　　漏水箇所を調査・修繕
　　　　城山配水池（高森）給水管の
　　　　破損確認（部品手配）
４月 20 日
17：00 城山配水池（高森）部品交換
　　　　完了、順調に水位上昇
４月 21 日
４月 22 日
13：20 西原村役場訪問
　　　  （支援等について協議）
４月 23 日
14 時頃  南阿蘇村役場訪問
　　　  （支援等について協議、公用車
　　　　３台貸付）
15 時頃  対策本部会議（今後の対応、
　　　　待機班の編制）
18：45 避難勧告解除
４月 24 日
15：40 菅山地区の６世帯 19 人に避
　　　　難指示発令（裏山崩壊の危険）
12：00 高森総合センターでキッチン
　　　　カーを活用した配食
４月 25 日
12：00 山西小学校避難所（西原村）
　　　　でキッチンカーを活用　　　
　　　　→以後、西原村で配食支援
４月 26 日
４月 27 日
４月 28 日
４月 29 日
４月 30 日
11：50 菅山地区の６世帯 20 人（当
　　　　初 19 人）への避難指示解除

広報たかもり（3）

町内飲食店
観光客激減



問 
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

  
☎ （
62
） 

３
３
１
１

　
７
月
は
、﹁
お
は
な
し
会
﹂

﹁
わ
ら
べ
う
た
の
会
﹂
の
他

に
﹁
体
育
館
で
遊
ぼ
う
！
﹂

や
﹁
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
会
﹂
な
ど
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
う

ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

く
る
く
る
マ
ー
ケ
ッ
ト（
４
月
中
）

　

震
災
後
、
電
気
や
水
が
止

ま
っ
た
こ
と
で
洗
濯
が
充
分
に

で
き
な
か
っ
た
り
、
洗
濯
を
し

て
も
雨
天
で
乾
か
な
か
っ
た
り

で
、
乳
幼
児
用
の
服
を
た
く
さ

ん
も
ら
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
継
続
し
て
行
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
不
要
の
物
は
お

届
け
く
だ
さ
り
、
ご
入
り
用
の

方
は
、
ご
遠
慮
な
く
お
声
を
お

掛
け
く
だ
さ
い
。

お
は
な
し
会
（
４
月
13
日
）

　
新
年
度
に
な
り
、
新
規
の
利

用
者
も
加
わ
っ
て
手
袋
シ
ア

タ
ー
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

手
遊
び
、
大
型
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
親
子
遊
び
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。

お
話
と
わ
ら
べ
う
た
の
会

（
４
月
26
日
）

　
今
回
は
、
震
災
後
初
の
開
催

と
い
う
こ
と
も
あ
り
10
組
の
親

子
が
参
加
し
、賑
わ
い
ま
し
た
。

　
25
名
も
の
人
が
集
り
、
し
ば

し
震
災
の
こ
と
な
ど
を
忘
れ
、

読
み
聞
か
せ
を
聞
い
た
り
わ
ら

べ
歌
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
思

い
っ
き
り
体
を
動
か
し
た
り
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
は
２
人
組
に
な

り
、
お
互
い
の
手
を
も
み
合
っ

て
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し

た
。

高
Ｓ
Ｐ
Ｏ
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興

く
じ
（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
） 

の
助
成
を

受
け
た
事
業
で
す
。

http://www.takaspo.jp/

※スマホ、携帯からでも閲覧可能です。
   ＷＥBページもぜひご覧ください！

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
、高
森
町
で

震
災
復
興
サ
ッ
カ
ー
交
流

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
る

被
災
状
況
等
に
鑑
み
、
国
税
通

則
法
第
11
条
に
基
づ
き
、
熊
本

県
に
お
け
る
国
税
に
関
す
る
申

告
・
納
付
等
の
期
限
延
長
を
行

う
こ
と
と
し
、
４
月
22
日
の
官

報
に
掲
載
し
公
告
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
熊
本
県
に
納

税
地
を
有
す
る
納
税
者
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
震
が
発
生
し
た

４
月
14
日
以
後
に
到
来
す
る
申

告
・
納
付
等
の
期
限
が
、
全
て

の
税
目
に
つ
い
て
自
動
的
に
延

長
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
・
納
付
等
の
期

限
を
い
つ
ま
で
延
長
す
る
か
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
被
災
者
の

状
況
に
十
分
配
慮
し
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
熊
本
県
以
外
の
地
域

に
納
税
地
を
有
す
る
納
税
者
に

つ
き
ま
し
て
も
、
災
害
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
所

轄
税
務
署
長
か
ら
承
認
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、
申
告･

納
付

等
の
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
状
況
が
落
ち

着
き
ま
し
た
ら
、
税
務
署
へ
ご

相
談
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
振
替
納
税
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
取
り
扱
い
ま
す
。

平
成
27
年
申
告
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
分

　
４
月
20
日
に
振
替
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
事

前
に
税
務
署
又
は
金
融
機
関
へ

振
替
の
中
止
を
連
絡
が
で
き
な

か
っ
た
方
は
、
振
替
後
で
も
要

件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
一
旦

そ
の
納
税
額
を
還
付
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
税
務
署

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
確
定
申
告
分

■ 

県
内
に
納
税
地
を
有
す
る
方

　
延
長
措
置
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
４
月
25
日
に
予
定

の
振
替
を
一
旦
中
止
致
し
ま
し

た
。
新
し
い
振
替
日
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
被
災
さ
れ
た
方
々

の
状
況
に
十
分
配
慮
し
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

県
外
の
地
域
に
納
税
地
を
有

　 

す
る
方

　
振
替
後
で
も
要
件
を
満
た
す

場
合
に
は
、
一
旦
そ
の
納
税
額

を
還
付
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
税
務
署
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

納
税
の
猶
予
の
要
件･･･

災
害

そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に

基
づ
き
、
国
税
を
一
時
的
に
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と

問 高ＳＰＯ事務局
☎６２－２９９１

税
税
　
務

国
税
だ
よ
り
︵
申
告
・
納
付
等
の
期
限
延
長
措
置
︶

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

活
動
状
況
報
告 子
子
育
て

　
Ｎネ
コ
ッ
ク
ス

Ｅ
Ｋ
Ｏ
Ｘ
（
大
字
色
見
）
で

行
わ
れ
、
高
森
町
、
南
阿
蘇
村
、

西
原
村
、
熊
本
市
か
ら
お
よ
そ

100

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
熊
本
地
震
後
、

車
中
泊
や
避
難
所
生
活
を
送
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
を
元
気
づ
け
よ

う
と
、
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
の
選
手
約

10
名
が
来
町
し
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。
会
場
の
横
で
は

ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
「
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
」
を
予
防
す

る
ス
ト
レ
ッ
チ
の
指
導
も
あ
り
、

保
護
者
も
一
緒
に
楽
し
み
ま
し

た
。

　

サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
だ
後
は
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
ロ
ア
ッ
ソ
熊

本
の
選
手
が
準
備
し
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
綿
菓
子
に
、
子
ど
も
た

ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
の
選
手
も
被
災

し
、
練
習
が
で
き
な
い
状
況
に
も

関
わ
ら
ず
、
私
達
を
元
気
づ
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、

み
ん
な
で
一
緒
に
応
援
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

「
泥
り
ん
ピ
ッ
ク
」
は
地
震
に
よ
り
開
催
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問 住民福祉課  福祉係    ☎ 62-1111  内線 132

必
要
な
添
付
書
類

　「現況届」は毎年受給者の状況を把握し、６月分以降の児童
手当等を引き続き受ける要件（児童の監護状況や生計同一関係
など）を満たしているかどうかを確認するためのものです。

　６月上旬に受給者へ「現況届」を発送しますので、６月３０
日（木）までに住民福祉課または、最寄りの役場窓口に提出を
お願いします。「現況届」の提出がない場合には６月以降の手
当が受けられなくなりますので 必ず提出 してください。
　　　● 請求者の健康保険証の写し
　　　● 平成 28 年 1 月１日現在、住民登録がない人
　　　 　　⇒ 前住所地から請求者及び配偶者の平成 27 年分
　　　　　　  の児童手当用所得証明書を取得してください。
　　　● 単身赴任等で児童と別居している人
　　　 　　⇒ 児童の住所地の住民票謄本と別居監護申立書
　　　　　　  （住民福祉課で用意してあります。）

児童手当受給者へー現況届の提出をー

平成28年6月6日発行 682号 （4）



福
福
祉

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
表
彰
の

お
申
し
出
は
６
月
30
日
㊍
ま
で

　
今
回
の
熊
本
地
震
で
被
災
さ

れ
た
国
民
年
金
被
保
険
者
に
つ

い
て
、
災
害
に
よ
り
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
困
難
で
あ
る

と
き
、
保
険
料
の
特
例
免
除
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
特
例
免
除
と
は
、
災
害

に
伴
い
、
住
宅
、
家
財
そ
の
他

の
財
産
に
つ
い
て
、
お
お
む
ね

２
分
の
１
以
上
の
損
害
を
受
け

ら
れ
た
方
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
特
例
免
除
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
免
除
申
請
書
に
被
災
状

況
届
な
ど
を
添
付
し
て
役
場
住

民
福
祉
課
福
祉
係
ま
た
は
熊
本

東
年
金
事
務
所
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

　
被
災
状
況
届
は
役
場
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
が
交
付

す
る
罹
災
証
明
書
に
よ
り
、
損

害
の
程
度
が
半
壊
以
上
で
あ
る

と
確
認
で
き
る
場
合
は
被
災
状

況
届
の
添
付
は
不
要
で
す
。

　
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る

方
で
、
被
災
に
よ
り
今
後
の
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、

口
座
振
替
の
停
止
の
手
続
き
を

と
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
す
み
や
か
に
熊
本
東
年

金
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
５
月
27
日
に
予
定
し
て
い
ま

し
た
年
金
相
談
は
熊
本
地
震
の

影
響
に
よ
り
中
止
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
日
程
等

に
つ
い
て
は
改
め
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

熊
本
東
年
金
事
務
所

（
☎
０
９
６
（
３
６
７
）
２
５
０
３
）

　
婚
姻
届
出
の
年
月
日
に
よ
り

確
認
し
ま
す
。
た
だ
し
、
近
親

者
（
家
族
）
等
の
第
三
者
の
証

明
書
（
※
）
に
よ
る
確
認
も
可

能
で
す
。

※ 

証
明
書
用
紙
は
希
望
者
へ

担
当
課
か
ら
送
付
し
ま
す
の

で
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　熊本地方法務局職員による土地・建物等の
売買・贈与・相続等の登記に関する無料の登
記相談所が下記のとおり開設されます。お気
軽にご相談ください（事前予約が必要です）。

　日　時▶ ６月１６日（木）
　　　　 　午前１０時３０分～午後３時
　　　　　 （正午～午後１時を除く）
　　場　所▶ 阿蘇市役所 ２階 会議室（予定）
　　その他▶ 熊本地方法務局阿蘇大津支局においては、不動産登記に
　　　　　 関する相談及びＷＥＢカメラを利用した商業・法人登記
　　　　　 に関する相談（いずれも予約制）を行っておりますので、
　　　　　 ご利用ください。

　予約先▶ 熊本地方法務局阿蘇大津支局
　　　　　 ☎０９６－２９３－２２７２
　　　　　  ( 「阿蘇市相談予約」とお申出ください。）

年金相談は
完全予約制です

熊本東年金事務所
☎096－367－2503

毎月第４金曜日
１０時～１５時
高森総合センター

　
回
覧
文
書
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
が
、
希
望
さ
れ
る
場
合

は
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
担

当
課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
る

場
合
は
、
９
月
上
旬
頃
の
熊
本

日
日
新
聞
（
金
婚
夫
婦
の
み
）、

広
報
誌
へ
の
記
事
掲
載
、
た
か

も
り
ポ
イ
ン
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

の
放
映
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
な
お
、
表
彰
伝
達
式
等

に
つ
い
て
は
、
９
月
上
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

シリーズ防災　  　今回は水害に関して天気予報や避難勧告等に関する紹介します。質問や要望がございましたら、お気軽にお問い合わせください。
　　　　高森町役場　総務課　担当：吉田　　☎６２－１１１１　内線１１１

２  個人の備え
③ 地震
　ア 日頃からの準備
　    ( ｱ )  家具の固定、懐中電灯、割れ物対策スリッパ
　　　     等の準備
　    ( ｲ )  非常用食料等の備蓄（３日分）
　    ( ｳ )  非常持出し袋の準備（常備薬など）
　    ( ｴ )  災害時の避難場所等の確認
　    ( ｵ )  家族同士の連絡手段の確認
　イ 地震が起こったら
　    ( ｱ )  机などの下に身を隠し、頭を守る
　    ( ｲ )  揺れが収まったら火を消す（使用中の場合）
　    ( ｳ )  出口の確保
　    ( ｴ )  避難が必要な場合、非常持ち出し品の準備
 
　＊ 地震が収まっても慌てて外に飛び出さない。
 　　テレビやラジオで情報収集する。

④ その他
　各種災害を想定し日頃からしっかり備えておくこと
により、被害を最小限に押さえることができます。特に、
避難経路は自分で通ってみること、また、増水などで
通れなくなる可能性がある場合は予備の経路を考えて
おくことが大事です。

３  水害に関する各種情報の意味
① 気象情報
　ア 降水量の目安

　イ 注意報等の種類
　　 注意報…「災害の起こるおそれのあるとき」
　　 警報……「重大な災害が起こるおそれのあるとき」
　　 特別警報…「重大な災害の危険性が
　　　　　　　　著しく高まっているとき」
　ウ 避難勧告、指示
　    ( ｱ )  避難勧告

　通常の避難行動ができるものが避難行動を
開始しなければならない段階であり、人的被
害の発生する可能性が明らかに高まった状況

　    ( ｲ ) 避難指示
　前兆現象の発生や、現在の切迫した状況か
ら、人的被害の発生する危険性が非常に高い
と判断された状況

② 警戒区域の設定
　ア 市町村長が設定
　    ( ｱ )  設定された場合立入りを制限し、その区域に
　　　　  いる人には退去を命令することができる
　    ( ｲ )  罰則規定もある。
　イ 設定の判断が非常に難しい
　　 理由：罰則規定があり、被害を受けていない地区
　　　　　 も警戒区域に含まれている場合は立入りが
　　　　　 制限されるため。

③ 避難に関する用語

④ 連絡手段の確保
　普段はテレビ等から情報の収集が可能ですが、停電
してしまうと電気を必要とするものは携帯電話を含め
充電が切れると使えません。避難が必要となる可能性
がある場合は「空振りを恐れず、積極的に自主
避難しましょう。」役場も自主避難者のために避難
所の準備をいたします。

年
金
だ
よ
り

︵
保
険
料
の
特
例
免
除
と
口
座
振
替
︶

問 

住
民
福
祉
課
福
祉
係 

　

  

☎ （
62
） 

１
１
１
１ 

 　
　

  

内
線
１
３
２

問 

住
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
福
祉
係 

　
☎
（
62
）
１
１
１
１ 

 　
　

 

内
線

132
・
133

金 婚 夫 婦ダイヤモンド婚夫婦

降水量
(mm) 天気予報 降雨状況から

受ける感じ
外を

歩くと

10 ～ 20 やや強い雨 ザーザー 跳ね返りで
濡れる

20 ～ 30 強い雨 土砂降り 傘をさしても
濡れる30 ～ 50 激しい雨 バケツをひっく

り返したような

50 ～ 80 非常に
激しい雨 滝のように降る 傘が全く役に

立たない80 以上 猛烈な雨 恐怖を感じる

用　語 説明

自主避難 天気予報等により自ら避難すること
避難勧告・指示 市町村長が発するもの

在宅避難 自宅が十分安全な場合に家を避難場
所とする行動

避難所への避難 住居等にとどまることが危険な場合
に、地域の学校等へ移動すること

水平避難 現在自分が居る場所が危険な場合に
別の場所へ移動すること

垂直避難 堅牢な建物がある場合に下の階から
上の階へ避難すること

避難を促す発信があったら、
「積極避難者」となりましょう！

①満 50 年に達した次の夫婦
　昭和 41 年１月１日 ～
　同年 12 月 31 日に結婚
②すでに満 50 年に達し、平
　成 27 年度までに表彰を受
　けていない夫婦

①満 60 年に達した次の夫婦
　昭和30年9月１日 ～
　昭和31年8月31日に結婚
②すでに満 60 年に達し、平
　成 27 年度までに表彰を受
　けていない夫婦 対 象 者

無料登記相談所開設（予約制）

　　　　　　　　著しく高まっているとき」

　    ( ｱ )  机などの下に身を隠し、頭を守る

　    ( ｱ )  家具の固定、懐中電灯、割れ物対策スリッパ

広報たかもり（5）



消  

防 

南
部
分
署

問  

☎
（
６
２
）
９
０
３
４ 南
部
分
署

　
４
月
14
日
か
ら
、
熊
本
県
及

び
大
分
県
で
発
生
し
た
一
連
の

熊
本
地
震
に
よ
り
、
未
曽
有
の

災
害
が
発
生
し
て
大
き
な
爪
痕

を
各
所
に
残
し
ま
し
た
。
阿
蘇

広
域
消
防
本
部
と
し
て
も
、
16

日
未
明
の
本
震
発
生
で
続
々
と

被
害
状
況
が
報
告
さ
れ
、
土
砂

崩
れ
や
家
屋
倒
壊
に
よ
り
被
害

に
遭
っ
た
住
民
へ
の
救
助
・
救

急
活
動
に
対
応
し
ま
し
た
が
、

尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、
痛
恨
の

念
を
感
じ
悔
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
。
今
で
も
住
居
を
失
い
、

避
難
生
活
が
続
い
て
苦
労
さ
れ

て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。

　
現
在
の
日
本
そ
し
て
世
界
で

は
異
常
気
象
等
で
思
い
も
し
な

い
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
災
害
を
教
訓
に

し
て
、
今
後
の
災
害
に
備
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
阿
蘇
消
防
で
は
、
一
日
も
早

い
復
興
・
復
旧
、
被
災
さ
れ
た

住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
を
願

う
と
共
に
、
な
お
一
層
職
務
に

邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

■  

気
象
情
報
に
注
意

　
台
風
の
接
近
や
、
洪
水
の
恐

れ
が
あ
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、

日
頃
か
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

気
象
情
報
に
注
意
し
、
防
災
対

策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■ 

避
難
場
所
と
経
路
の
確
認

■ 

隣
近
所
と
の
協
力

■ 「
非
常
持
ち
出
し
袋
」
の
用
意

　
３
日
分
程
度
準
備
し
て
お
く

と
安
心
で
す
。
水
（
白
い
ポ
リ

タ
ン
ク
に
入
れ
て
お
く
と
長
持

ち
し
ま
す
）・
食
品
（
缶
詰
・

缶
入
り
の
ク
ッ
キ
ー
・
カ
ッ
プ

麺
な
ど
）・
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ

オ
と
予
備
の
乾
電
池
・
薬
箱
・

着
替
え
、携
帯
電
話
、貴
重
品・

ろ
う
そ
く
、
マ
ッ
チ

■  

台
風
や
大
雨
が
降
っ
た
ら
危

　
険
な
場
所
に
近
づ
か
な
い

　
異
変
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
対

応
す
る
よ
う
心
が
け
、
山
崩
れ

や
土
石
流
（
鉄
砲
水
）
に
は
次

の
よ
う
な
前
ぶ
れ
を
見
逃
さ
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
● 

小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
る

　
● 

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

　
● 

山
鳴
り
や
妙
な
音
が
す
る

　
● 

が
け
に
裂
け
目
が
で
き
る

　
● 

陥
没
や
隆
起
が
起
き
る

　
● 

川
の
水
が
急
に
濁
る

　
● 

わ
き
水
が
止
ま
る

　
● 

山
の
木
が
傾
い
て
い
る

　
● 

傾
斜
面
を
水
が
走
り
出
す

　
こ
れ
ら
の
異
変
が
生
じ
た
と

き
は
早
め
に
避
難
し
、
消
防
署

な
ど
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

が
ん
ば
ろ
う
熊
本
！

梅
雨
時
期
の
防
災
対
策

面倒だよねえ

若い人の投票率
は低いんだね

政
治
参
加
へ
の
第
一
歩

大
学
生
に
選
挙
に
つ
い
て
本
音
を
聞
き
ま
し
た

IN
T

E
R

V
IE

W

県
選
挙
管
理
委
員
会
に
聞
く

僕
ら
の
世
代
っ
て
選
挙
に

関
心
な
い
人
多
い
よ
ね
？

自
分
の
一
票
で
ど
う
暮
ら

し
が
変
わ
る
の
か
、
実
感

が
持
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。

私
も
た
っ
た
一
票
で
は
何

も
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て

た
。
以
前
、
投
票
を
呼
び

掛
け
る
活
動
を
し
た
け
ど

若
い
人
の
反
応
は
良
く
な

か
っ
た
よ
。

な
ん
で
投
票
に
行
か
な
い

の
か
な
？

日
々
の
生
活
に
不
満
が

あ
っ
て
も
、ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
ま
で
は
考
え
な

い
し
、税
金
の
使
い
道
ま

で
気
に
し
て
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。

投
票
日
の
前
に
投
票
で
き

る
期
日
前
投
票
も
あ
る
ん

だ
け
ど
ね
。

身近にきっかけ
があればなあ

期
日
前
投
票
に
行
く
同
級

生
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い

よ
ね
。
期
日
前
投
票
を
知

ら
な
い
人
も
多
い
と
思

う
。
ど
う
し
た
ら
み
ん
な

投
票
に
行
く
ん
だ
ろ
う
？

身
近
な
と
こ
ろ
で
疑
問
を

感
じ
る
場
面
や
き
っ
か
け

が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う

な
。

大
学
や
駅
、
ス
ー
パ
ー
な

ど
に
投
票
箱
が
あ
れ
ば
い

い
と
思
う
。
そ
れ
に
自
分

の
声
を
代
弁
し
て
く
れ
る

同
世
代
の
候
補
者
が
い
る

と
い
い
な
。

VOICE

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ

平成28年6月6日発行 682号 （6）

若者と政治を結ぶ活動を行っているNPO法人ドットジェイピー
熊本支部に所属する大学生と共同で制作しました。

大
学
生
に
選
挙
に
つ
い
て
本
音
を
聞
き
ま
し
た

僕
ら
の
世
代
っ
て
選
挙
に

関
心
な
い
人
多
い
よ
ね
？

自
分
の
一
票
で
ど
う
暮
ら

し
が
変
わ
る
の
か
、
実
感

が
持
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。

私
も
た
っ
た
一
票
で
は
何

も
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て

た
。
以
前
、
投
票
を
呼
び

掛
け
る
活
動
を
し
た
け
ど

若
い
人
の
反
応
は
良
く
な

か
っ
た
よ
。

な
ん
で
投
票
に
行
か
な
い

の
か
な
？

日
々
の
生
活
に
不
満
が

あ
っ
て
も
、ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
ま
で
は
考
え
な

い
し
、税
金
の
使
い
道
ま

で
気
に
し
て
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。

投
票
日
の
前
に
投
票
で
き

る
期
日
前
投
票
も
あ
る
ん

だ
け
ど
ね
。

VOICE

投票できるようになります。
18歳。だから、

７月の参議院議員選挙から18歳以上の若者が投票に行く

熊本県市町村広報担当者による合同特集
若者と政治を結ぶ活動を行っているNPO法人ドットジェイピー
熊本支部に所属する大学生と共同で制作しました。

熊本県市町村広報担当者による合同特集 Kumamoto Prefecture Public Relations Associati
on 合 同

特 集

松ま
つ
な
が永 

和
い
づ
み 

さ
ん

小お

の野 

奈な

な

み
々
実 

さ
ん

岩い
わ
も
と元 

誠せ
い
ご悟 

さ
ん

NPO法人ドットジェイピー
若年投票率の向上を目的に活動する NPO法
人。熊本を含む全国 21 支部のエリアで、大
学生スタッフを中心に議員インターンシップ
や投票率アップを図る活動を行っている。

長な
が
の野 

大だ
い
さ
く作 

さ
ん



高
森
　
警
察
署

問  

通
報
・
相
談  

☎
（
６
２
）
０
１
１
０

☎
（
６
２
）
０
１
１
０

梅
雨
期
の
土
砂
災
害
対
策

　今年度、陸上自衛隊に平田淳之介さん（高森・横
町）、下田和史さん（高森・旭通）、航空自衛隊に興
梠光さん（高森・旭通）が入隊し、庁舎で壮行会が
行われました。保護者と自衛隊家族会高森支部の役
員が参列するなか、それぞれ決意を表明。草村町長
から激励の言葉がおくられました。３名は国防とい
う崇高な志を持って任務に励んでいます。

　
４
月
16
日
に
発
生
し
た
「
熊

本
地
震
」
の
影
響
で
、
南
阿
蘇

村
で
は
国
道
57
号
線
（
阿
蘇
大

橋
付
近
）
の
土
砂
崩
落
を
は
じ

め
、
５
月
初
旬
現
在
で
約
60
箇

所
の
山
崩
れ
が
把
握
さ
れ
、
余

震
、
降
雨
の
影
響
に
よ
り
刻
々

と
状
況
は
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
森
町
に
お
い
て
も

菅
山
地
区
等
で
は
、
今
回
の
地

震
に
よ
り
土
砂
災
害
が
懸
念
さ

れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
期
に
入
り
ま

す
が
、
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
が

認
め
ら
れ
る
危
険
箇
所
で
は
、

降
雨
で
水
を
含
む
こ
と
に
よ
り

﹃
地
す
べ
り
、崖
崩
れ
、土
石
流
﹄

と
い
っ
た
災
害
に
発
展
す
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
梅
雨
だ
け
で
な
く
、
現
在
も

活
発
に
余
震
活
動
は
続
い
て
い

ま
す
の
で
、
災
害
か
ら
「
命
」

を
守
る
た
め
に
も 

災
害
は
必

ず
起
き
る
も
の 

と
現
状
を
受

け
止
め
、
予
防
的
避
難
、
早
期

避
難
な
ど 

命
を
最
優
先
す
る

行
動 

を
と
る
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

　
梅
雨
期
に
入
り
、
土
砂
災
害

に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
今
回
の
地
震
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
則
が
通
用
し

な
い
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、常
に
防
災
関
連
の
情
報（
天

気
予
報
、降
雨
レ
ー
ダ
ー
な
ど
）

に
関
心
を
払
い
、
自
ら
の
命
を

守
る
た
め
に
も
早
期
避
難
・
予

防
的
避
難
に
重
点
を
お
い
た
行

動
を
と
っ
て
頂
く
よ
う
強
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

も
、
最
新
か
つ
正
確
な
防
災
情

報
を
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
携
帯

電
話
な
ど
で
入
手
し
、
現
状
把

握
や
危
険
予
知
、
避
難
の
判
断

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

[

命]

を
守
る
た
め
に  

予
防
的
避
難
の
重
要
性

防
災
情
報
の
入
手

災害に対する日頃からの備えを ! 
□ 貴重品（現金、通帳、印鑑、健康保険証、免許証等）
□ 非常食等（レトルト食品、缶詰、ミネラルウォーター等）
□ 携帯ラジオ、懐中電灯、携帯電話等の充電器材等
□ 電池、ライター、固形燃料、ティッシュ、ラップ、ビニール袋等
□ ヘルメット、簡易トイレ等防災用品、衣類、タオル、雨具等
※ 非常持ち出し袋を準備して、目の付きやすいところに
　 置いておきましょう。（最低３日分は確保！！）

期日前投票と不在者投票

期日前投票とは、投票日に仕事や旅行などで投票できない場合、

選挙公示日（告示日）の翌日から投票日の前日まで、市町村の

役所などで投票できる制度です。不在者投票とは、不在者投票

の手続きをすることで、選挙期間中に名簿登録地以外に滞在し

ている人や病院などに入院している人が投票できる制度です。

　
県
内
の
投
票
率
は
年
々
下
が
っ

て
い
ま
す
。
前
回
の
衆
議
院
議
員

選
挙
の
投
票
率
は
約
50
％
、
特
に

20
代
の
投
票
率
が
３
割
を
切
る
状

況
で
し
た
。

　

投
票
は
、自
分
の
意
見
や
願
い

を
代
弁
す
る
人
を
選
び
、自
分
の

生
活
に
反
映
さ
せ
て
い
く
一
つ
の

方
法
で
す
。意
思
表
示
を
し
な
い

と
、自
分
が
願
う
社
会
に
な
り
ま

せ
ん
。

　
若
い
人
た
ち
も
選
挙
に
行
っ
て

自
分
の
意
志
で
代
弁
者
を
選
ん
で

ほ
し
い
で
す
ね
。投
票
は
政
治
参

加
へ
の
第
一
歩
。そ
の
権
利
を
無

駄
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

私たちの
権利なんだね

0
10
20
30
40
50
60
70
80

20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代～

◆平成 26 年衆院選の年代別投票率
　（県内抽出調査による推計値）

熊本県選挙管理委員会

平
ひらはた

畑 雅
ま さ き

規 書記

初めての選挙に行くばい！

　
主
権
者
意
識
の
向
上
と
投
票
参

加
を
呼
び
掛
け
る
た
め
、高
校
で

選
挙
の
出
前
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。一
部
の
高
校
で
は
期
日
前
投
票

所
の
設
置
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
な
ど
で
も
選
挙
を
話
題
に

し
て
若
い
人
た
ち
か
ら
関
心
を
高

め
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

20
代
の
低
い
投
票
率

投
票
で
自
分
の
願
う
社
会
へ

若
い
人
た
ち
か
ら
関
心
を
高
め
て

あなたの一票で新しい未来を  　  。

　一票くらいでは何も変わらないと
思うかもしれません。しかし、若い
世代が投票に行かないと、投票する
世代だけのための政策が重視されて
しまう可能性もあります。若い世代
が活躍できる未来のためにも、あな
たの声を政治に届けてみませんか。

あなたの一票が
新しい未来をつくる

投票率
（％）

18歳。だから、投票に行く

28.5%
37.4%

47.5%

62.1% 64.3% 59.7%

【3/15】自衛隊入隊者壮行会

【3/30】連携中央都市との協約を締結

の図書館や各相談窓口の利用のほか、観光施策の共
同実施、災害時の相互支援など 41 の事業で連携し
ており、今回の災害についても、協議が行われます。
各事業の内容については順次お知らせします。

【4/6】春の全国交通安全運動出発式

　地域を活性化し、経
済を持続可能なものに
するため、熊本市と本
町を含む圏域連携市町
村で協約を締結しまし
た。これにより、市内

　4 月 6 日から 15 日までの 10 日間、「春の全国交
通安全運動」が展開され、初日の６日に高森総合セ
ンターで出発式が行われました。高森警察署員や交
通安全協会員など約 200 名が出席。高森保育園の
園児も参加し、「交通ルールを守ります」と大きな
声で宣誓しました。式後は、国道 325 号線の工業
団地入口付近で街頭啓発活動が実施されました。

広報たかもり（7）



健　康

人　権

その他

　
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
救
う
た

め
に
は
周
囲
の
方
が
気
づ
く
の

が
大
切
で
す
。

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も

や
、
虐
待
を
行
っ
て
い
る
保
護

者
た
ち
は
少
な
か
ら
ず
何
ら
か

の
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
サ
イ
ン
を
あ
な
た

の
周
り
で
も
感
じ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　
高
温
多
湿
の
日
本
で
は
、
梅

雨
の
時
期
か
ら
10
月
に
か
け
て

食
中
毒
が
増
え
始
め
ま
す
。

　
子
ど
も
や
高
齢
者
ほ
ど
症
状

が
重
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
お
弁
当
等
を
つ
く
る
際

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
食
中

毒
に
な
ら
な
い
よ
う
、
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　
「
な
る
べ
く
早
く
病
院
で
診

て
も
ら
う
こ
と
」
で
す
。

　
１
日
に
何
度
も
下
痢
を
繰
り

返
し
た
り
、
吐
き
気
、
発
熱
な

ど
が
あ
れ
ば
病
院
で
診
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
の
場
合

は
、
下
痢
や
嘔
吐
か
ら
脱
水
症

状
を
起
こ
し
や
す
い
の
で
要
注

意
で
す
。
ま
た
、
勝
手
に
薬
を

飲
ん
で
下
痢
を
止
め
な
い
こ
と

で
す
。
長
時
間
、
腸
内
に
細
菌

を
閉
じ
込
め
る
こ
と
に
な
り
、

逆
効
果
に
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
食
中
毒
を
防
ぐ
た

め
、
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件

と
な
っ
た
時
に
防
災
無
線
や
Ｔ

Ｐ
Ｃ
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
食

中
毒
警
報
発
令
の
お
知
ら
せ
を

し
て
い
ま
す
。

【
お
弁
当
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
調
理
前
の
手
洗
い
、
調
理
器

　
具
、弁
当
箱
の
消
毒
（
熱
湯
、

　
漂
白
剤
で
も
Ｏ
Ｋ
）を
す
る
。

●
お
か
ず
は
中
心
ま
で
し
っ
か

　
り
加
熱
す
る
。（
水
分
が
飛

　
ぶ
「
揚
げ
る
」「
焼
く
」
の

　
調
理
が
お
す
す
め
。）

●
ご
は
ん
・
お
か
ず
は
十
分
に

　
冷
ま
し
、
熱
と
水
分
が
こ
も

　
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。（
通

　
気
性
の
よ
い
弁
当
箱
を
使
用

　
す
る
と
一
層
良
い
。）

●
お
に
ぎ
り
は
必
ず
ラ
ッ
プ
で

　
握
る
。（
す
し
飯
や
、
梅
干

　
を
入
れ
る
と
一
層
良
い
。）

□
表
情
が
乏
し
い

□
触
ら
れ
る
こ
と
、
近
づ
か
れ

　
る
こ
と
を
嫌
が
る

□
乱
暴
な
言
葉
使
い
、
ま
た
は

　
極
端
に
無
口

□
大
人
へ
の
反
抗
的
態
度
や
、

　
顔
色
を
伺
う
態
度

□
落
ち
着
か
な
い
態
度

□
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

□
家
出
、
性
的
に
逸
脱
し
た
言
動

□
他
人
へ
の
い
じ
め
や
生
き
物

　
へ
の
残
虐
な
行
為

□
食
べ
物
を
貪
る
よ
う
に
食
べ
る

□
衣
服
や
手
足
が
汚
れ
て
い
る

　
な
ど

□
感
情
や
態
度
が
変
化
し
や
す
い

□
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
、
余
裕

　
が
な
い
よ
う
に
見
え
る

□
表
情
が
硬
い
、
話
し
か
け
て

　
も
の
っ
て
こ
な
い

□
子
ど
も
へ
の
近
づ
き
方
や
距

　
離
感
が
不
自
然

□
子
ど
も
の
普
段
の
様
子
を
具

　
体
的
に
語
ら
な
い

□
人
前
で
子
ど
も
を
厳
し
く
叱

　
る
、
叩
く
な
ど

◆
◆
◆
◆
◆　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　
◆
◆
◆
◆
◆

県
内
全
45
市
町
村

福
岡
県　
大
牟
田
市
、
八
女
市

　
　
　
　
み
や
ま
市 

大
分
県　
日
田
市
、
竹
田
市

　
　
　
　
玖
珠
郡
九
重
町

　
　
　
　
玖
珠
郡
玖
珠
町 

宮
崎
県　
小
林
市
、
え
び
の
市

　
　
　
　
児
湯
郡
西
米
良
村

　
　
　
　
東
臼
杵
郡
椎
葉
村

　
　
　
　
西
臼
杵
郡
高
千
穂
町

　
　
　
　
西
臼
杵
郡
五
ヶ
瀬
町 

鹿
児
島
県
出
水
市
、
伊
佐
市 

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆　
　
　
　

   　
　

  

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
　
３
月
（
支
払
期
日
が
４
月
14

日
以
降
の
も
の
に
限
る
）、
４

月
、
５
月
お
よ
び
６
月
料
金
計

算
分
の
電
気
料
金
の
支
払
期
日

を
１
か
月
間
延
長 

　
被
災
日
が
属
す
る
料
金
計
算

月
の
次
の
６
か
月
間
に
限
り
、

被
災
時
か
ら
引
き
続
き
全
く
電

気
を
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
月
の

電
気
料
金
を
免
除 

　
10
月
末
日
ま
で
の
間
、
家
屋

再
建
の
た
め
の
工
事
費
負
担
金

を
免
除

　
10
月
末
日
ま
で
の
間
、
臨
時

に
電
気
を
使
用
さ
れ
る
場
合
に

は
、
臨
時
工
事
費
を
免
除

 　
電
気
設
備
が
災
害
の
た
め
復

旧
ま
で
一
時
使
用
不
能
と
な
っ

た
場
合
、
10
月
末
日
ま
で
の
間

は
、
そ
の
使
用
不
能
設
備
に
相

当
す
る
基
本
料
金
を
免
除

 　
10
月
末
日
ま
で
の
間
、
引
込

線
、
計
量
器
な
ど
の
取
付
位
置

の
変
更
を
行
う
場
合
に
は
、
そ

れ
に
伴
う
諸
工
料
を
免
除

◆
◆
◆
◆
◆　
　
　
　
　
　

            　
　
　
　
　
◆
◆
◆
◆
◆

　
最
寄
り
の
当
社
営
業
所
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

問 

健
康
推
進
課

　
　
　
健
康
推
進
係

☎
（
62
）
１
１
１
１　

　
　
内
線
１
２
３

家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防

人
権
問
題「
児
童
虐
待
⑥
」

九
州
電
力
株
式
会
社
と
契
約
し
て
い
る
皆
様
へ

電
気
料
金
等
の
特
別
措
置
実
施
の
お
知
ら
せ

問 

九
州
電
力
㈱
大
津
営
業
所

　

  

☎ 

０
１
２
０
（
９
８
６
）
６
０
２　
※ 

無
料 

虐
待
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
　 

あ
な
た
の
周
り
で
も

問 
住
民
福
祉
課

　
  

人
権
同
和
啓
発
係

☎
（
62
）
１
１
１
１

　
　
内
線
１
３
１

食
中
毒
か
な
？

と
思
っ
た
ら
・
・
・

梅
雨
時
の

さ
っ
ぱ
り
レ
シ
ピ 

 

子
ど
も
が
発
す
る

　

  

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン

 

保
護
者
が
発
す
る

　

  

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン

■

■

■

■

■

■

■

■

 食 中 毒 予 防 の ３ 原 則　
① 菌・ウイルスを つけない

▶食品、手、調理器具はしっかりきれ
いに洗う。▶魚や肉などは汁がもれな
いよう、しっかりラップをして保存す
る。▶ふきん、まな板はしっかり洗っ
て清潔にし、よく乾燥させる。▶まな
板は肉魚用・野菜用と分けて使用する。

② 菌・ウイルスを 増やさない
▶すぐに食べない料理は手早く冷まし
て冷蔵庫へ保存する。
▶冷蔵庫は１０℃以下保存、冷凍は－
１５℃以下に温度設定して、つめる分
量は７割程度にする。

③ 菌・ウイルスを 殺菌する
▶加熱するときはしっかり中まで加熱
する。▶残った料理を温め直すときは
十分に加熱する。▶電子レンジで加熱
する場合は全体に熱が伝わるよう、途
中でかき回す。▶スポンジ・たわしは
よくすすいで洗剤を落とし、煮沸消毒
して日光でよく乾かす。

　４月１日付けで、法務大臣より岩下暢彦さん（大字色見）が人権擁護
委員に委嘱（再任）されました。人権擁護委員は１期３年として、皆さ
んの人権が侵害されないように監視し、もし人権侵害を受けた人がいる
場合は相談相手となって救済をはかり、人々の間に正しい人権の考え方
を広め、自由人権思想の普及に尽力しています。
　本町は岩下さんのほか、佐藤謙二さん（大字高森）、二子石竹徳さん（大
字中）、白石吉勝さん（大字河原）が人権擁護委員を務めています。

＝ 人権擁護委員の再任についてお知らせ ＝ 子
ど
も
の

人
権

110
番 

強
化
週
間

６
月
27
日
㊊
～
７
月
３
日
㊐

 

い
じ
め
・
暴
力
・
虐
待
・
体
罰

 

な
ど
の
専
用
相
談
電
話 

   

☎ 

０
１
２
０ (

０
０
７) 

１
１
０
０

    

８
時
30
分
～
19
時

   （
７
月
２・
３
日
は
10
時
～
17
時
）

全 

国 

一 

斉

対 

象 

地 

域

内 

容

申 

込 

方 

法

電
気
料
金
の
支
払
期
日
の
延
長

不
使
用
月
の
電
気
料
金
の
免
除

工
事
費
負
担
金
の
免
除

臨
時
工
事
費
の
免
除

基
本
料
金
の
免
除

諸
工
料
の
免
除

【日本政策金融公庫】災害貸付
対象▶平成 28 年熊本県熊本地方の地震
　　　により被害を受けた事業者の方
　　　で、次のいずれかに該当する方
 １. 直接被害を受けた方
 ２. 直接被害を受けた事業者との取引
   　に起因する売上の減少、売掛金債
   　権の固定化等の間接的な被害を受
   　けたと認められた方
資金の使途▶復旧するために必要な運
　　　　　　転資金および設備資金
限度額▶各融資制度の融資限度額に１
　　　　災害 3,000 万円を加えた額
返済▶普通貸付：10 年以内（2 年据置）
　　　特別貸付：各融資制度に定めら
　　　　　　　　れた返済期間内

問 熊本支店  ☎096-353-6121
 　  （町窓口：商工会  ☎62-0274）

き
ゃ
べ
つ
の
梅
煮
（
４
人
分
）

 　
◯
き
ゃ
べ
つ　
３
０
０
ｇ

 　
◯
油
揚
げ　
　

２
０
ｇ 

 　
　
●
水　
　
　
カ
ッ
プ
１

 　
　
●
昆
布　
　
少
量

 

Ａ　
●
薄
口
し
ょ
う
ゆ

　
　
　
　
　
大
さ
じ
１
／
２

　

 　
●
み
り
ん　
大
さ
じ
１

　

 

◯
梅
干　
　
　

２
個

　

 

◯
か
つ
お
節　
３
ｇ

 ////////// 

作 

り 

方 //////////
 

① 

き
ゃ
べ
つ
は
ざ
く
切
り
に

　
  

し
、
油
揚
げ
は
短
冊
切
り

　
  

に
し
ま
す
。

 
② 
梅
干
は
手
で
ち
ぎ
っ
て
、

　

  
ほ
ぐ
し
て
お
き
ま
す
。

 

③ 

鍋
に
Ａ
と
油
揚
げ
、
②
を

　

  

入
れ
て
火
に
か
け
、
ふ
た

　

  

を
し
て
１
～
２
分
煮
ま
す
。

 

④ 

き
ゃ
べ
つ
を
入
れ
、
ふ
た

　

  

を
し
て
５
～
10
分
煮
、
柔

　

  

ら
か
く
な
っ
た
ら
、
か
つ

　

  

お
節
を
入
れ
火
を
止
め
、

　

  

ひ
と
混
ぜ
し
て
完
成
。

 //////////////////////////////
  

１
人
分
の
栄
養
価

 　

 

エ
ネ
ル
ギ
ー　
１
５
３

kcal

 　

 

た
ん
ぱ
く
質　

２
．
６
ｇ

 　

 

脂
質　
１
．
９
ｇ

 　

 

塩
分　
１
．
７
ｇ

平成28年6月6日発行 682号 （8）



４月１６日～５月２０日

み
ん
な
の
掲
示
板

歌  

詠  

み

町発注工事と業務委託契約状況  ～４月１日（一部） ※ 入札（随意契約を含む）を行ったすべてを記載しています。（10 万円以上）

肥
後         

句（
阿
蘇
御
神
火
会
）  

打
ち
忘
れ　

ハ
ナ
か
ら
無
理
な
十
二
桁

市
原　
正
成

風
流
さ　

火
鉢
の
上
で
お
湯
が
沸
く

大
塚
ほ
た
る

真
っ
白　

地
図
は
消
し
と
る
洗
濯
機

桐
原　
白
酔

大
胆
さ　

真
似
の
出
来
な
い
色
使
い

久
保　
靜
子

春
の
息
吹
き　

土
手
の
よ
も
ぎ
で
作
る
餅

倉
石　
晴
代

世
話
な
し　

狙
わ
る
る
し
こ
銭
ァ
持
た
ん

後
藤　
信
子

駄
目
ね
ェ　

言
う
事
ッ
ァ
ち
ゃ
ん
と
言
い
な
っ
せ

佐
藤
多
可
雄

駄
目
ね
ェ　

一
人
じ
ゃ
何
も
出
け
ん
人

長
尾　
慶
恩

駄
目
ね
ェ　

メ
モ
し
た
紙
も
何
処
へ
や
ら

古
木
え
つ
ほ

打
ち
忘
れ　

ア
ー
ラ
蒲
団
の
一
夜
干
し

松
山
キ
ヨ
子

漕
ぎ
出
ァ
て　

早
よ
う
寝
か
せ
に
ゃ
つ
っ
こ
く
る

三
森　
　
茜

ド
ン
・
地
鳴
り　

弥
生
の
闇
の　

大
地
震

瀨
田　
　
博

被
災
地
の　

命
の
宝　

植
田
か
な

本
田　
訓
子

被
災
宅　

頑
張
れ
庭
に　

つ
つ
じ
咲
く

後
藤　
法
龍

足
元
に　

春
リ
ン
ド
ウ
の　

す
っ
と
伸
び

加
藤　
美
保

前
の
道　

そ
ろ
そ
ろ
紫
陽
花　

咲
き
む
る
ら
ん

森　
　
政
隆

俳
　
　
句（
河
原
す
す
き
の
句
会
） 

【放送大学】平成 28 年度
第２学期（１０月入学）
学生を募集しています！
　放送大学はテレビ、ラジ
オ、インターネットを利用
して授業を行う通信制の大
学です。様々な目的で幅広
い世代、職業の方が学んで
います。心理学・福祉・経済・
歴史・文学・自然科学など、
幅広い分野を学べます。
出願期間
  ▶第１回は８月３１日まで
  ▶第２回は９月２０日まで

問資料を無料で差し上げ
ています。放送大学熊本学
習 セ ン タ ー（ ☎ ０ ９ ６ －
３４１－０８６０）までご
請求ください（ホームペー
ジでも受け付けています）。

町長のうごきKusamura Daisei

５
月
１
日
（
日
）
高
森
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

５
月
２
日
（
月
）
緊
急
通
学
バ
ス
運
行
説
明
会

【
南
阿
蘇
村
と
合
同
開
催
】

５
月
11
日
（
水
）
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
関
す
る

緊
急
要
望
（
熊
本
市
）

南
阿
蘇
鉄
道
㈱
緊
急
取
締
役
会

（
熊
本
市
）

５
月
19
日
（
木
）
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全

国
協
議
会
（
東
京
都
）

番号 担当課 入札日
又は契約日 工事（業務委託）名 工　　期 契約相手 請負代金

１ 税務課 3月22日 地方税電子申告支援サービス利用契約 4月1日～平成29年3月31日 ( 株 ) ＴＫＣ 848,880円
２ 総務課 4月  1日 連結財務諸表作成支援業務委託 4月1日～平成29年3月31日 ( 株 ) 地域科学研究所熊本事務所 2,268,000 円
３ 総務課 4月  1日 消防用設備点検業務委託契約 4月1日～平成29年3月31日 ( 株 ) 雄光 793,800円
４ 総務課 4月  1日 電気自動車用急速充電器に関する保守契約 4月1日～平成29年3月31日 ( 株 ) ハセテック 352,000円
５ 総務課 4月  1日 浄化槽維持管理業務委託（庁舎） 4月1日～平成29年3月31日 ( 有 ) 大阿蘇清掃社 298,080円
６ 総務課 4月  1日 浄化槽維持管理業務委託（高森総合センター） 4月1日～平成29年3月31日 ( 有 ) 大阿蘇清掃社 298,080円
７ 総務課 4月  1日 浄化槽維持管理業務委託（朋遊館） 4月1日～平成29年3月31日 ( 有 ) 大阿蘇清掃社 272,160円
８ 総務課 4月  1日 自家用電気工作物の保安管理業務委託契約（庁舎） 4月1日～平成29年3月31日 ( 一財 ) 九州電気保安協会 熊本東事業所 243,648円
９ 総務課 4月  1日 自家用電気工作物の保安管理業務委託契約（高森総合センター） 4月1日～平成29年3月31日 ( 一財 ) 九州電気保安協会 熊本東事業所 162,000円
10 総務課 4月  1日 自家用電気工作物の保安管理業務委託契約（朋遊館） 4月1日～平成29年3月31日 ( 一財 ) 九州電気保安協会 熊本東事業所 123,120円
11 生活環境課 4月  1日 浄化槽維持管理業務委託（湧水館） 4月1日～平成29年3月31日 ( 有 ) 大阿蘇清掃社 168,480円
12 生活環境課 4月  1日 浄化槽維持管理業務委託（湧水トンネル西側・南側・駐車場トイレ） 4月1日～平成29年3月31日 ( 有 ) 大阿蘇清掃社 675,648円
13 生活環境課 4月  1日 浄化槽維持管理業務委託（高森駅） 4月1日～平成29年3月31日 ( 有 ) 大阿蘇清掃社 362,880円
14 生活環境課 4月  1日 浄化槽維持管理業務委託（高森千本桜） 4月1日～平成29年3月31日 ( 有 ) 大阿蘇清掃社 129,600円
15 生活環境課 4月  1日 浄化槽維持管理業務委託（高森温泉館） 4月1日～平成29年3月31日 ( 有 ) 大阿蘇清掃社 913,680円
16 生活環境課 4月  1日 浄化槽維持管理業務委託（上色見総合センター） 4月1日～平成29年3月31日 ( 有 ) 大阿蘇清掃社 267,840円
17 生活環境課 4月  1日 浄化槽維持管理業務委託（色見総合センター） 4月1日～平成29年3月31日 ( 有 ) 大阿蘇清掃社 267,840円
18 生活環境課 4月  1日 浄化槽維持管理業務委託（草部総合センター） 4月1日～平成29年3月31日 ( 有 ) 大阿蘇清掃社 194,400円
19 生活環境課 4月  1日 自家用電気工作物の保安管理業務委託契約（温泉館） 4月1日～平成29年3月31日 ( 一財 ) 九州電気保安協会 熊本東事業所 233,280円
20 生活環境課 4月  1日 尾下体育館施設管理委託 4月1日～平成29年3月31日 尾下体育館運営委員会　代表者 150,000円
21 生活環境課 4月  1日 草部生涯学習センター施設管理委託 4月1日～平成29年3月31日 草部地区活性化委員会　代表者 150,000円
22 生活環境課 4月  1日 草部南部生涯学習センター・草部総合センター施設管理委託 4月1日～平成29年3月31日 草部地区活性化委員会　代表者 150,000円
23 生活環境課 4月  1日 高森自然学校施設管理委託 4月1日～平成29年3月31日 草部北部交友会　代表者 150,000円
24 生活環境課 4月  1日 河原生涯学習センター施設管理委託 4月1日～平成29年3月31日 河原生涯学習センター管理運営委員会　代表者 100,000円
25 生活環境課 4月  1日 河原総合センター管理委託 4月1日～平成29年3月31日 高森町消防団第 13 分団　代表者 100,000円
26 生活環境課 4月  1日 高森湧水トンネル公園屋外公衆トイレ（3 棟）清掃委託 4月1日～平成29年3月31日 ( 社福 ) 立正福祉会　高森寮 857,000 円
27 住民福祉課 4月  1日 浄化槽維持管理業務委託（上在老人憩いの家） 4月1日～平成29年3月31日 ( 有 ) 大阿蘇清掃社 123,120 円
28 住民福祉課 4月  1日 住民基本台帳ネットワークシステム機器保守業務委託契約 4月1日～平成29年3月31日 ( 株 ) ＲＫＫコンピューターサービス 870,912 円
29 住民福祉課 4月  1日 住民基本台帳ネットワークシステムサポート業務委託契約 4月1日～平成29年3月31日 ( 株 ) ＲＫＫコンピューターサービス 531,360 円
30 住民福祉課 4月  1日 住基ネットシステムプログラム修正対応業務委託契約 4月1日～平成29年3月31日 ( 株 ) ＲＫＫコンピューターサービス 324,000 円
31 住民福祉課 4月  1日 戸籍総合システム機器保守業務委託契約 4月1日～平成29年3月31日 ( 株 ) ＲＫＫＣＳソフト 324,000 円

町長交際費

お悔やみ

交際費の予算は１年間で９６万円です。
残りの額は 930,000円 です。

予算（交際費の内の弔費分）は１年間で２４万円です。
残りの額は  204,000円 です。

日　付 金　額 分  類 主 な 内 容 備　考

5月20日 5,000円 御樽 高森町商工会女性部総会 高森町商工会女性部

金　額 分　類 主 な 内 容 備　考
26,000 円 弔　慰 香典代（４月 16 日～ 5 月 20 日） １３件

※交際費での支出は「公的な行事」のみです。
※「公的な行事」の後の２次会、その他の会費、経費は全て自己負担となっています。

熊
本
地
震
災
害
対
応

公務・準公務は、全て「熊本地震対策」です。 

広報たかもり（9）
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広 報

　広報５月号の次の記事について、誤りがあり
ましたので、お詫びして訂正します。
　《７ページ「学校の新しい先生を紹介します！」》
　 　● 小田智史 講師の読み仮名
　　　  誤：おだ  さとし  ➡  正：おだ  ともふみ

お
詫
び

と
訂
正

熊本地震復興祈念・高森湧水トンネル納涼七夕まつり

住 　 所 死 亡 者 年 　 齢 ご 遺 族

高　森（昭　和） 田所裕一郎 ３０歳 田所　奈未

尾　下（牧　戸） 甲斐　幸子 ８１歳 甲斐　武敏

高　森（冬　野） 相馬エツ子 ８９歳 相馬　繁喜

高　森（旭　通） 谷川　市次 ８９歳 谷川　孝次

上色見（洗　川） 後藤　シズ １０２歳 後藤マサ子

津　留（上津留） 瀬井ユリ子 ７８歳 瀬井　静人

色　見（西　丁） 山室美惠子 ８３歳 山室　袈晴

月 日 病 ・ 医 院 名 電 話 番 号
6月19日 渡邊内科 ☎ 0967（67）1777
6月26日 渡邉総合内科クリニック ☎ 0967（65）2201
7月  3日 南郷谷整形外科医院 ☎ 0967（62）3351
7月10日 藤本医院 ☎ 0967（67）0020

 

のご
寄
付

（順不同・敬称略）

甲斐　武敏 田所　奈未

■町社会福祉協議会へ

診療は午前９時から午後５時まで

人口／６，７４３人　　（±０）
男性／３，２２９人　　（＋７）
女性／３，５１４人　　（△７）
世帯／２，８７４世帯　（＋８）

　（対前月末）平成28年4月30日現在

６

７

June

July

月

月

16 ㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 草部総合センター

23 ㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 朋遊館

24㊎ 年金相談（完全予約制） 10:00 ～ 高森総合センター　中会議室

２圡
～

10 ㊐

熊本地震復興祈念
     高森湧水トンネル
        納涼七夕まつり

  9:00 ～ 高森湧水トンネル

7 ㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 草部総合センター

14 ㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 朋遊館

６
平成 28年 6月 6日発行
発　行／高森町
編　集／たかもりポイントチャンネル事務局
〒 869-1602　熊本県阿蘇郡高森町大字高森 2168番地

TEL 0967-62-1111　 FAX 0967-62-1174
http://www.town.takamori.kumamoto.jp/
印　刷／株式会社　有明印刷

携帯電話・スマートフォンからのＨＰアクセスはこちら

▲

おくやみもうしあげます ４月受付分 （敬称略） 高森カレンダー ６月１６日～７月１５日

まちの
人口 問 町政策推進課企画観光係　☎ ６２－１１１１　内線１５６

　地域活性化の一環として、平
成８年から毎年開催しています。
　高森の夏の訪れを告げる行事
として広く定着し、多くの方か
ら大好評を博しています。
　熊本地震の影響を受け、規模
を縮小することになりますが、

「復興への思い」をテーマにした
約 30 基の七夕飾りが並びます。
■  高森湧水トンネル公園
■  ７月２日～１０日
　  午前９時～午後７時
■  入園無料（期間中）

高森町に新しい風が吹き込みました！【新採職員】
【社会人枠】一般事務

楢木野　秀徳

【社会人枠】一般事務
井芹　太一

保健師
佐々木　優

【社会人枠】一般事務
坂本　裕加子

頑 張 ろ う

【人材支援】経済産業省から町へ

編
集
後
記
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ま
た
、
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町
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も
地
震
の
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害
が
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り
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雨
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時
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す
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行

動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

村上　純一梅田　大輔

2015 年の時

橋本　俊太郎

　国が推進する地方創生人材支援制度を受けて、経済産
業省から５月１日付けで派遣されました。
　この制度は、地方創生に積極的に取り組む自治体を支
援するものであり、本町の課題のひとつである商工業の
活性化を図るための計画や意気込みが認められて実現し
たものです。

平成28年6月6日発行 682号 （10）
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